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■ 内 容  税理士が押さえておくべき“相続法（民法）”の要点 

■ 講 師    吉田修平法律事務所 代表弁護士 吉田 修平氏 

      

相続税申告を適切に行うためには、税法だけでなく、その土台となる民法（相続法）

の理解が欠かせません。今回の定例会では、『相続法改正－新しい相続実務の徹底解説

－』等の著者であり、相続・不動産法制に精通する吉田修平氏より、相続の基本から

近年の相続法改正までを、実務上の留意点を交えて体系的に解説して頂きました。 

講演では、原則と例外という「法律の立体構造」の捉え方から始まり、相続財産の

包括承継、公正証書遺言と自筆証書遺言の使い分け、遺言の撤回と取消しの違いなど、

顧問先への助言に直結する点をご紹介頂きました。特に配偶者居住権では、実務へ与

える影響として、自宅 2,000 万円を所有権 1,000 万円と居住権 1,000 万円に分けて遺

産分割する事例をご紹介いただきました。また、第三者への対抗には登記が必要な点

を解説いただきました。さらに、遺留分侵害額請求、特別寄与者と特別寄与料、仮払

い制度、公布されたデジタル遺言制度の概要、相続に関連する登記（対抗要件）にも

触れて頂きました。 

吉田氏ご自身が実際に担当された事件のエピソードも交えた、具体的で分かりやす

い講義となりました。相続税申告や遺産分割に関与する税理士の先生方にとって、 

「税務上は問題ないが、民法上はどうか」というご相談にも自信を持って対応するた

めの、非常に有益な内容となりました。 

 

＜主な講演内容＞ 

相続に関する基本的知識    

１ 相続とは  

２ 相続人について  

３ 相続の効力  

４ 相続の承認・放棄  

５ 遺言  

６ 遺贈  

７ 遺言執行者  

８ 遺言の撤回  

９ 配偶者の居住を保護するための方策【改正】  

10 遺留分制度  

11 遺留分の侵害  

12 相続人以外の者の貢献【改正】  

相続に関連する登記（対抗要件）    

 

本講演は、オンデマンド（https://bac.gr.jp/channel/）で受講いただけます。 

 

また、定例会終了後には講師の吉田氏を囲んでの懇親会を行いました。 

今回は 23 名の皆様に参加頂き、有意義な一時を過ごしていただきました。 

https://bac.gr.jp/channel/
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